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学校教育目標

☆ともに学ぶ生徒 ☆こころ豊かな生徒 ☆ともに鍛える生徒

大人が手本となって

寒さに耐えて、春を待つ
立春は過ぎましたが、まだまだ寒い日が続いています。しかし、校庭

の桜の木の枝を見てみると、開花に備えて、小さくて硬い蕾ができてい

ます。春の訪れが待ち遠しいです。

後期の後半が始まってからもう一月たち、修了式まで４６日（３年生は卒業式まで３７日）と

なりました。今の学年の締めくくりの時期が近づいてきています。

３年生は、先日お知らせしたように、２月１０日まで通常登校で、公立入試終了後までは原則

自宅での学習となります。本来ですと、公立高校入試までの最後のまとめを友人と励まし合いな

がら乗り越える時期です。しかし、本番で力を発揮するためには感染症を予防する必要があるた

め、このような形になりました。タブレットを持ち帰り、朝と帰りの会を行います。課題はあり

ますが、１日の学習の計画を立て規則正しい生活を心掛けて、試験対策を進めてください。また、

すでに合格通知を受け取っている人は、進学先の宿題を行ったり、３年生の行事の準備に積極的

に参加したりして、残り少ない日々を充実させてください。

１、２年生の皆さんにとって、次学年の準備とは、まず、今の学習や生活をしっかり行うこと

です。後期の期末テストが２週間後に近づいていますので、計画的に準備を始めましょう。また、

部活動は残念ながら制限があり、活動できる日数は少ないですが、その分短時間でも、中身の濃

い練習になるよう工夫してください。

さて、大里中学校では、２年間に渡り熊谷市より研究委嘱を受け、特別活動、特に学級会につ

いて研究に取り組んできました。今年度は残念ながら他の学校の先生方を招いて成果を実際に見

ていただく発表はできませんでした。しかし、本校の先生たちは学級会を行う環境を整えたり、

よりよい話合い活動ができるように研修を重ねてきました。どのクラスでも当たり前のように学

級会の話合いを折り合いをつけながら行い、決まったことはみんなで実行していくという流れが

できました。例えば、学級でレクを行う際は、目的をはっきりさせ、どの人も納得できる内容や

方法で行っています。自分たちのクラスや学年を、自分たちの力でよい方向に向けていこうとす

る大里中学校の生徒の意識の高さをこれからも持ち続けてほしいです。

熊谷の子どもたちは、これができます！

「生きる力」= 学力・体力・やる気

○生朝ごはんをしっかり食べる。

○き呼ばれたら「はい」と元気よく返事をする

○る「ありがとう」「ごめんなさい」と言う

○力友だちをたくさんつくる。

「３減運動」 増やします！

・テレビの時間 ○家族との会話

・ゲームの時間 ○予習・復習の時

・携帯電話やパソコンの時間 ○読書の時間



〈大里中 生徒の活動から〉
１年生は職業調べを行い ２年生書きぞめ展示です。 三送会に向けて準備しています。

掲示物を作成しました。

多くの授業で、電子黒板やタブレットを使って授業を行っています。


